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2026 年 4 月 27 日 

報道関係者各位 

株式会社 FRONTEO 

東京科学大学 

 

株式会社 FRONTEO（本社：東京都港区、代表取締役社長：守本 正宏、以下「FRONTEO」）と

国立大学法人東京科学大学（所在地：東京都目黒区、理事長：大竹 尚登、以下「東京科学大

学」）は、2026 年 4 月 1 日、東京科学大学横浜キャンパス内に「FRONTEO AI 創薬エコシステ

ム協働研究拠点」（以下「本拠点」）を開設しました。 

 

本拠点は、FRONTEO の方程式駆動型 AI「KIBIT」*1 と東京科学大学が有する PLOM-CON 解析

法*2 やリシール細胞技術*3 などの先端技術を同一拠点で融合させ、仮説生成から実験検証まで一

気通貫で実行可能になります。AI 創薬分野における最先端技術の社会実装を推進し、日本発の

創薬イノベーション創出を目指します。本日 4 月 27 日、両者は調印式を開催しました。 

 

 

 

 

 

（左）FRONTEO 代表取締役社長 守本 正宏、（右）東京科学大学 理事長 大竹 尚登 氏 

 

■これまでの連携と本拠点開設の経緯 

FRONTEO と東京科学大学は、2022 年より疾病構造解析および創薬ターゲット探索に関する共

FRONTEO と東京科学大学、AI 創薬の産学連携研究拠点を開設 

AI 創薬支援サービス「Drug Discovery AI Factory」とアカデミアの技術力・研究力

を融合、ドライ・ウェット研究の密接な連携で日本の創薬力強化に貢献 
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同研究を進めるなど、連携を深めてきました*4,5。これまでの成果を踏まえ、基礎研究から社会

実装までの連携を本格化させるため、本拠点の開設に至りました。 

 

■本拠点が実現する創薬の「仮説検証ループ」 

現在の創薬エコシステムを競争力のあるものにするためには、AI による標的分子*6 探索や仮説

生成（ドライ研究）と、細胞や生体を用いた実験検証（ウェット研究）を有機的に結びつける必

要があります。 

本拠点では、FRONTEO が AI「KIBIT」を用いた創薬標的分子候補の抽出および作用メカニズム

の仮説構築（ドライ研究）を行い、東京科学大学が実験検証（ウェット研究）を迅速に実施しま

す。さらに、実験結果を再び AI 解析に還元することで、仮説生成と検証を循環させる「仮説検

証ループ」を高水準で実現し、創薬成功確率の飛躍的な向上を目指します。 

 

■本拠点による新たな価値創出 
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本拠点により、大学においては研究成果の社会実装へとつなげる仕組みの構築、製薬産業におい

ては高度な作用機序理解や生体理解に基づく良質な創薬シーズの獲得、社会に対しては革新的な

治療法・医薬品の創出という価値をもたらすことが期待されます。 

 

共同研究は、がん領域をはじめとするアンメット・メディカル・ニーズ*7 の高い疾患領域を対象

とします。研究において見出された有望な創薬シーズについては、導出*8 も視野に入れた展開を

検討します。また、研究において得られた発明等については、FRONTEO が東京科学大学と協議

の上で、知的財産権の一部または全部の取得を検討します。 

 

■本拠点を支える革新的技術 

 

【FRONTEO の技術：「非連続的発見」を可能にする方程式駆動型 AI「KIBIT」】 

FRONTEO が提供する AI 創薬支援サービス「Drug Discovery AI Factory（以下「DDAIF」）」

は、「KIBIT」を中核エンジンとして、創薬研究者および AI エンジニアの知見を融合したサービ

スです。 

一般的な自然言語処理 AI やナレッジグラフは、「A は B に関係」「B は C に関係」といった連続

的なつながりから推論を行います。しかし、この「連続的発見」のアプローチでは、研究者が求

める新しい発見を導くことは困難です。「KIBIT」は独自の方程式により、論文に直接記載され

ていない疾患と遺伝子の「非連続的」な関連性を予測することが可能であり、この技術は日本・

米国・欧州で特許を取得しています。 

「DDAIF」のこれまでの実績として、すい臓がん研究において約 20,000 のヒトの全遺伝子の中

から、標的分子候補 17 遺伝子を抽出し、in vitro 試験により 6 遺伝子ですい臓がん細胞の増殖

抑制を確認しています。また、従来約 2 年を要していた「標的探索」のプロセスを 2 日に短縮

しました。 

 

【東京科学大学の技術：「PLOM-CON 解析法」と「リシール細胞技術」】 

東京科学大学は、2026 年 1 月に文部科学省より国際卓越研究大学*9 に認定されるなど、日本を

代表する研究機関の一つです。同学の村田 昌之 特任教授らの研究グループは、細胞科学におけ

る革新的な先端技術を有しています。 

https://lifescience.fronteo.com/products/drug-discovery-ai-factory/
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●「PLOM-CON 解析法」は、単一細胞内のタンパク質の量的変化および質的・時空間的（局

在）変化に基づき、細胞状態を解明する技術です。従来の静的解析が「点を見る」アプローチで

あるのに対し、PLOM-CON は「システム全体の揺らぎを見る」動的ネットワーク解析により、

病気の初期（前兆）段階での細胞状態変化を検出し、新規標的の発見や作用機序の解明を可能に

します。 

●「リシール細胞技術」は、細胞膜を一時的に開放し、内部のタンパク質や因子を物理的に置換

した後、再び膜を修復して新たな機能を持つ細胞を構築する技術です。十数年かかる疾患の発症

過程を実験室でその日に解析することが可能となります。 

 

■コメント 

東京科学大学 総合研究院 細胞制御工学研究センター 特任教授／FRONTEO AI 創薬エコシス

テム協働研究拠点 拠点長 村田 昌之 氏 

「FRONTEO の方程式駆動型 AI『KIBIT』と出会い、私たちの細胞科学技術との融合に大きな可

能性を感じてきました。本拠点で、ドライとウェット双方の卓越した研究者が日常的に議論し、

発見を共有・検証し、次の仮説生成へとつなげていく。このループを回すことで、従来の創薬研

究における不確実性との戦いを制し、創薬の成功確率を飛躍的に向上させる、次世代創薬のプロ

トタイプになると確信しています。」 

 

株式会社 FRONTEO 取締役／CSO（Chief Science Officer）／FRONTEO AI 創薬エコシス

テム協働研究拠点 副拠点長 豊柴 博義 

「創薬研究における AI の活用が進む中、創薬の成功確率向上には AI による予測結果を細胞・動

物実験で検証し、その結果を再び AI 解析に反映するサイクルの高度化が不可欠です。東京科学

大学の優れた研究者と協働し、両者の技術融合や新たな技術の創出・開発によりアンメット・メ

ディカル・ニーズに応える創薬の加速に取り組めることを大変嬉しく思います。FRONTEO の自

社創薬研究を推進するとともに、日本の創薬力強化に貢献し、『日本を再び創薬の地に』の理念

の実現に努めてまいります。」 

 

 

 
＊1 方程式駆動型 AI「KIBIT」：FRONTEO が独自開発した人工知能。方程式を用いることで非連続な発見、因

果関係の把握、高い分析精度と再現性を実現。学習プロセスの軽量化によりパソコン 1 台で稼働。日米欧で

特許取得済み。 

＊2 PLOM-CON 解析法：単一細胞内のタンパク質の量的変化と、それらの質的・時空間的（局在）変化に基づ

き、細胞のシグナル伝達や疾患・薬効が示す細胞状態を解明する解析手法 

【参考】東京科学大学：細胞染色画像からタンパク質の共変動ネットワークを構築 「細胞状態」を活写す

る新解析法の開発により創薬の加速に期待, https://www.titech.ac.jp/news/2021/061334 

＊3 リシール細胞技術：細胞内のタンパク質や因子を入れ替え、新たな機能を持つ細胞を構築する技術。病態モ

デルを迅速に再現し、薬剤効果を検証する実験などで活用される 

＊4 2022 年 9 月 29 日付プレスリリース：FRONTEO、東京工業大学と創薬ターゲット探索の効率化・高速化に

向けた共同研究を開始, https://www.fronteo.com/20220929 

＊5 2025 年 5 月 13 日付プレスリリース：FRONTEO と東京科学大学、「Drug Discovery AI Factory」を活用

した新たな創薬標的の探索に関する共同研究を開始, https://www.fronteo.com/news/pr/20250513 

＊6 標的分子：薬を作用させる対象とする人間の中にある分子（遺伝子）のこと 

＊7 アンメット・メディカル・ニーズ：有効な治療方法が見つかっていない疾患における、新しい治療薬や治療

https://www.titech.ac.jp/news/2021/061334
http://kanolab.rcb.iir.titech.ac.jp/research/
https://www.titech.ac.jp/news/2021/061334
https://www.fronteo.com/20220929
https://www.fronteo.com/news/pr/20250513
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法などへのニーズ 

＊8 導出：製薬企業においては、自社内で研究開発を行う形態のほか、他社・他機関から医薬品候補化合物など

の開発権や販売権を獲得するケースがあり、後者の場合に、開発した企業・機関が製薬企業に対してそれら

の開発権・販売権などの許諾・譲渡を行うことを導出（ライセンスアウト）と呼ぶ。 

＊9 文部科学省 国際卓越研究大学の認定について, https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_015

98.html 

 

■FRONTEO Drug Discovery AI Factory（DDAIF）について 

URL：https://lifescience.fronteo.com/products/drug-discovery-ai-factory/ 

「FRONTEO Drug Discovery AI Factory（DDAIF）」は、自然言語処理に特化した方程式駆動

型 AI「KIBIT（キビット）」（日本・欧州・米国・韓国特許取得済）と、FRONTEO の創薬研究者

および AI エンジニアの知見を融合した AI 創薬支援サービスです。疾患関連遺伝子ネットワーク

の解析や、標的分子候補に関する仮説の構築を通じ、医薬品開発における研究者の意思決定を強

力にサポートします。本サービスはすでに複数の大手製薬企業で導入され実績を重ねています。 

※Drug Discovery AI Factoryに使われている技術は、FRONTEOが日本および韓国、米国、欧州で計21件の特

許権を取得しています。 

 

【ご参考：製薬企業およびアカデミアとの取り組み】 

URL：https://www.fronteo.com/news/ddaif-list 

 

■株式会社 FRONTEO について URL：https://www.fronteo.com/ 

FRONTEO は、自社開発の方程式駆動型 AI「KIBIT（キビット）」の提供を通じて、日夜、社会

課題と向き合う各分野の専門家の判断を支援し、イノベーションの起点を創造しています。当社

独自の自然言語処理技術（日本・欧州・米国・韓国特許取得済）は、汎用型 AI とは異なり、教

師データの量およびコンピューティングパワーに依存することなく、高速かつ高精度での解析を

可能にします。加えて、解析した情報をマップ化（構造を可視化）する特許技術を活用すること

で、「KIBIT」が専門家のインサイトにダイレクトに働きかけることができ、近年、「KIBIT」の

技術が創薬の仮説生成や標的分子探索にも生かされています。 

 

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01598.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01598.html
https://lifescience.fronteo.com/products/drug-discovery-ai-factory/
https://www.fronteo.com/news/ddaif-list
https://www.fronteo.com/
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「KIBIT」の独自技術およびアプローチを通じて、「集合知

に埋もれたリスクとチャンスを見逃さないソリューション

を提供し、情報社会のフェアネスを実現する」理念の実現

に向けて、ライフサイエンス AI、リスクマネジメント（ビ

ジネスインテリジェンス・コンプライアンス支援分野、経

済安全保障分野、リーガルテック AI 分野）、DX（ビジネ

スインテリジェンス・プロフェッショナル支援分野）の各

事業で社会実装を推進しています。 

 

2003 年 8 月創業、2007 年 6 月 26 日東証マザーズ（現：東証グロース）上場。日本、米国、

韓国で事業を展開。資本金 915,057 千円（2025 年 12 月 31 日時点）。 

※FRONTEO、KIBIT、Drug Discovery AI FactoryはFRONTEOの日本および韓国、米国、欧州における商標ま

たは登録商標です。 

 

 

 

 

 

 

＜報道関係者のお問い合わせ先＞ 

株式会社 FRONTEO 広報担当 

Email：pr_contact@fronteo.com 電話：080-4321-6692 

 

東京科学大学 総務企画部 広報課 

Email：media@adm.isct.ac.jp 電話：03-5734-2975 

 

＜ライフサイエンス AI 事業に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社 FRONTEO ライフサイエンス AI 事業本部 

https://www.fronteo.com/ja/contact/business 

https://lifescience.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://osint.fronteo.com/
https://osint.fronteo.com/
https://legal.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
mailto:pr_contact@fronteo.com
mailto:media@adm.isct.ac.jp
https://www.fronteo.com/ja/contact/business

